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作

校定テクスト（2）

岡　野　　潔

　『哲学年報』前号の拙稿の続きとして、以下に『大いなる帰滅の物語』第
章から第章第2節までの梵文テクストを挙げる。ここでは地上に人類が
出現した後の歴史が現代に至るまで語られる。特に第章では とい
う同音の綴りを反復する技法が頻出し（詩節中の太字の箇所）、修辞学の観点か
らも興味深い。本テクストは次号で完結する予定である。
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3.2.  Vartanopāyārambhah
3

  n avadātā

   navadātāh
3



  hitāhitā

   śes
3

āh
3

śes
3

āh
3

2

  dānam
3

   dānam

  s
3

amayam
3

   s
3

amayam22

  na lasā

   nalasā[B16a]

  pat
3

akāpat
3

akā

   nītānītā2

  navatânavatā

   jananîjananī

  rāgamitâ

   rā gamitā2

  bhavatām
3

bhavatām
3

   sahasāsaha sā

  vināśam
3

   vinâśam2

  hānivaham
3

   hānivaham
3



  paramahitānām
3

   paramahitānām
3

2

01_（横）岡野 潔.indd   6 2014/03/07   13:49:38



作 校定テクスト（2）

― 7 ―

  samānayatām
3

   samānayatām[A11a]

  vr
3

ttāntā

   vr
3

ttântā2

  śālīnām

   śâlīnām
3



  bhāgairbhāgaih
3

   ravibhavāravibhavā2

  jagatām
3

   ja[B16b]gatām 

  mitau

   mitau2

  

   

  ratā

   ratā2

    2

  

   

  

   2

  

   

  

   22

01_（横）岡野 潔.indd   7 2014/03/07   13:49:38



― 8 ―

  

   

  

   2

  pihitam
3

pihiam
3

   dhātudhātu

  haran
3

am
3

   haran
3

am2

  śālīnām

   śâlīnām
3



  avr
3

ttakatham
3

   [B17a]avr
3

ttakatham2

  vasanti

   vasantiśālaśāla

  dharan
3

āddharan
3

ād

   ramyatām
3

ramyatām
3

2

  paratām
3

   paratām

  karôddharan
3

am
3

   karod dharan
3

am2

  dānam
3

   [A11b]dhānam

  purus
3

ā

   purus
3

ā2

01_（横）岡野 潔.indd   8 2014/03/07   13:49:38



作 校定テクスト（2）

― 9 ―

  karādīnām
3

   karâdīnām

  bahuśobahuśo

   dayam
3

dayam2

  yamahoyamaho

   rigrahorigrahô

  râpatanam
3

   rāpatanam
3

22

  paraharan
3

am
3

   paraharan
3

am

  hānim
3

dātum

   hānindātum22

  gun
3

am
3

no[B17b]

   gun
3

am
3

nô

  paramanaram
3

   paramanaram222

  kārī

   kārī

  dividhātā

   dividhātā22

  vicārôcitam

   vicârocitam
3



  anumôditam

   anumoditam22

01_（横）岡野 潔.indd   9 2014/03/07   13:49:38



― 10 ―

  paribhūtam
3

   paribhūtam

  nāmânyataram
3

   namānyataram
3

22

  ditam
3

   m
3

pratm
3

pratditam

  vibhavati

   vibhavati22

  bhavantam
3

   [B18a]bhavam
3

tam

  nikaras

   nikarah
3

22

  

   [A12a]sakalāsakalā

  viśaran
3

am
3



   viśaran
3

am22

  vipākaśāsana

   vipākaśāsana

  samājanatām
3



   samājanatām22

  kathayā

   kathayā

  narājanīyam
3

   narājanîyam
3

2

01_（横）岡野 潔.indd   10 2014/03/07   13:49:38



作 校定テクスト（2）

― 11 ―

  

   

  bhavôbhavo

   dhātrīm
3

dhātrīm2

  

  [B18b]

  

  222
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3

  lokam
3

   lokam

  muditā

   muditā

  rājagatām
3

   rājagatām

  hitopanayam
3

   hitôpanayam2

  nayamaparonayamaparo

   dhītadhīta

  yām
3

cakre

   yām
3

cakre

  rāgorāgo

   janatām
3

janatām

01_（横）岡野 潔.indd   11 2014/03/07   13:49:38



― 12 ―
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	 Apparatus criticus
3.1.1b は 字 の
上の行間に 字を記す（と読むことを示唆する）。
3.1.2c 構文を考えると、に があるの
で、この の複合語は と共に、にかかるはずである。もし写本通り
に 「随死」と読むと「先行者（前の世代）の生き方に随死することを有する者（に
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人々をした）」と解釈できるが、意味がどうも腑に落ちない。そこで 「随うこ
と」と推測してみたが、それでも少し意味に不満が残る。もっと別の解決案があるかも知
れない。なお （随死）の語は 22に出てくる。
3.1.3a は の如く記してから、後から 

字を 字に直した。
3.1.3d 
3.1.4a は と書いてから、
字を 字に直しつつ、その修正を明確にするためさらに上の余白に と記した。
3.1.4b 

は 字 の 上 の 余 白
に 字を記した（と修正した）。のその修正を は継承しているが、私は
と訂正した。次の は韻律上音足りないので、を私は補う。

の代わりに や を補うことも出来るが、字と 字が似ているが故の重字脱落が起
こったと見るべきであろう。
3.1.4c 綴りの正規化。
3.1.5b 

3.1.5d は恐らく と書い
てから 字を消して、上の余白に 字を記した（と読むことを示唆する）。
3.1.6a の読みのままで
は韻律的に音足りないので、を （もしくは ）と訂正する。「久しい」
（）か「集積」（）かであろう。
3.1.7b は の 字
を初め と記し、その 母音符号に削除記号を付し、の母音符号を書いた。
3.1.7c 2は の前の２字を消し
て、その２字の空白の真下の余白に と記した（と読むことを示唆）。
3.1.8a 

3.1.8d は の 字の長音符号の
上に削除符号を付した。
3.1.10b 
3.1.11b 
3.1.11d は の 長音符
号を書いてからそれを 母音符号に修正したように見える。
3.1.12b 

3.1.12cd 

は写本の右端の破損により の後で字分の字を失っている。もその箇所の
欠損を補えないまま、字分の空白を作って写した（は 以外に親写本を持たないこ
とが明らか）。しかし 　は 韻律の上で合計 が欠けているから、少な
くとも字分の欠損があるはずである。もし で の後の位置に字分（すな
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わち2分）しか欠損がないなら、の冒頭箇所で少なくとも2字分（すなわち
分）の欠損が隠れているはずである。そこで もしくは
と読み、その後の第ガナに 分の欠損箇所が隠れている
と推測する。一つの案としては 「ああ！
或る一つの悪しき罪が生じるなら、その後に別の悪が［続いて］生じるものだ」と読める
（HaHnの案）。が間投詞として使われる使用例として、22を見よ。

3.1.13a 
3.1.13c は語の途中に本の句読法の線（）を
入れた。
3.1.13d は 字に削除記号を付す。
3.1.14ab の読みでは 韻律の
前半の第か第ガナが欠けている。の修辞法を用いた同音反復の字を写字生が
うっかり省いてしまった誤りと推測し、の語を補う。HaHn

3.1.14d 韻律上、の読みに修正が必要なの
で、として失われた語形を推測し、と読む。「～はお前たちにとって
快い」の意味となる。HaHn

3.1.15a 類似する 字と 字の間違いと見る。
3.1.15bc は誤って2箇所に句読法の線を書い
た。
3.1.17b は と書いてから 

字の上に 長音を示すらしい符号を付加した。その符号は明白なものではないため、は
修正せずに と読んだ。
3.1.17c 
3.1.17d は 字の横線を後から波
立たせて 字に変えた。
3.1.19a 

3.1.19c 

3.1.20a は と 同 様
と書いてから、韻律上音が足りないことに気づいたらしく、字の後の位
置に 字を行間に記した（と読むことを示唆）。
3.1.20d は 字の長音符号の上に削
除記号を付す。
3.1.21d 
3.1.22b は 字と 字に削除記号を付す。
3.1.22c 
は と書いてから 字の上の行間に と記した（と読むこと
を示唆）。また は の 字の母音符号を から に変更した。
3.1.23b 

01_（横）岡野 潔.indd   26 2014/03/07   13:49:39



作 校定テクスト（2）

― 27 ―

は「充満」の意味であろう。また は の
字の誤記としての 字の上に削除記号を付して、次に 字を書く。字は 字と
酷似する。
3.1.24c 字は 字と容易に取り違えうる。
3.1.24d は上付きの を
書き落とし、はその誤りを継承した。ここでは という重子音があるからその前に 

が有ったと推測される。
3.1.25a は 字に長母音を示す符号を付
け足した（を に修正した）。
3.1.25b は 字の上に削除記号を付した。
3.1.25c 
3.1.26c の の字には書き変えの跡がある。なお本詩節は
節の最終詩節なので、本詩節の後に詩節数として 2という数字が に記されているが、
この数字は正しい。
3.2.1a 

3.2.1d ネパール写本では時に が と表記される。
3.2.2c 

3.2.2d 

3.2.4a は 字の後の位置に 字
を余白に記した（と読むことを示唆）。
3.2.4cd 
3.2.5a は 字の上に削除記号を付す。
3.2.6d は 字の後に 

字を行間に記した（と読むことを示唆）。なお本詩節の の は 

と共に「ああ、～は嫌だ！」の意味となる。
3.2.7d は 符号の有無が見えない。
また に 符号が記されるが、は が不要。
3.2.8a 

3.2.8ab 

は と記してから、その後の位置に入る読みとして
上の余白に と記す。その の修正を は継承して 

と本文に記した後、字の前の が不要と気づき、はそれに削除記号を付し
た。そのように修正された後の の読み は韻律的に音が過剰なの
で、と訂正を施して読みたい。つまり「沢山の（）列（）を有
する稲の」と解釈する。この表現については 2も参照せよ。HaHn

3.2.8c どちらの読みも の第
ガナが短長短（）になるので、韻律的に許されない。の
の訳語により と訂正する。
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3.2.8d は意味不明であるが、明瞭な字で両写本に記され
ていて、韻律も問題ない。もし （ああ、地上で）と読んで変えてしまえば、せっ
かくの の音の一部を失う。は未解決ながら、写本に従う。
3.2.9a は の 字の長音母
音符号の上に削除記号を付けた（と読むことを示唆）。
3.2.10a 
3.2.10d は 字に上書きして 字に修
正した。なお本詩節 の は「動物、動く生物」（）の意味で、は集合
名詞を造る（例：）と理解した。
3.2.11b は を と記する誤りが多い。
3.2.12c この にある の語は「如意生衣樹」と訳すべきであり、「如意樹
［から生じた］衣」と訳した、前に発表した訳（『哲学年報』輯頁）を訂正する。
3.2.13a 
3.2.13b 
は の後に来る語として、を下の余白に追
加する。は のその読みの追加も継承したが、字を 字に変えた。韻律から見て、
で余白に追加された は不要である。という語形は ゆえの変形ら
しいが、標準の綴りでは となる（ras bal）。
3.2.14a は の後の位置に来
る語として を下の余白に追加した。はそれを継承した。
3.2.15ab 

先の 2詩節で に見られた写本上の修正とほぼ同じ修正
が此処でも繰り返される。は の の後の位置に入る読みとして下の余白に
と記す（と が以前と違う）。のその余白の読みを も余白に追加した。
は余白に と記しつつ、本文の方の の に削除記号を付し
た。修正後の の読み を私は と訂正して読む。
ここで2と同様に「多くの列（）を有する稲の略奪」と解釈すべきか、それとも「稲
の、沢山の（）あからさまな（）略奪」と解釈すべきかは判断が難しい。後者の
解釈（）は不自然かもしれないが、前回とは意味を変える詩的遊戯である可能性を考え、
先に発表した訳ではそちらの解釈を取った。ただし前者の解釈（）でもよい。
3.2.15b 

3.2.16b は と の間の
位置に入る語として、を下の余白に記した。
3.2.17a にある の語を「別異性」の意味に取るなら、の文を「自己
に関して盗むことが止んだ（これまでとは）別の状態を彼は彼らに宣言して」と解釈できる。
私はそのように読んで、その語を「卓越性」の意味に取った以前の訳を訂正したい。
3.2.18a 
3.2.18cd 
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は虫食いのため文字が欠ける箇所がある。の の字は
の虫食いの影響と思われるが、は の の字の欠損が起こる前の時点で を写
したらしい。また は の 字の上に行間に と記す（と読むことを
示唆）。
3.2.20b 

3.2.20cd 

韻律上の必要でとりあえず を補ったが、他の語の可能性もあろう。
私の訂正では「悪変化（）が起こること（）はまもなく人間たちにとって破
滅（）［であるだろう］」という意味になる。
3.2.21b 

は 字の上に削除記号を付した。すると になるが、字を
と読んで、に修正したと理解できる。は無修正のままである。
3.2.21c 

3.2.22b は 字の上の余白に 

と記す（と読むことを示唆）。
3.2.24b 

3.2.25b 　は 

字と 字の上にそれぞれ削除記号を付した。
3.2.25d 

3.2.26d 

3.2.29b 

3.2.32a この訂正により「同意しつつ」の意味となる。
,2HaHn

3.2.32b は 字の前に入れ
る字として、字を下の余白に記する。なお本詩節の後に節全体の詩節数として 22と
いう数字が の両写本に記されているが、2の間違いであろう。
3.3.2a 本詩節 の の語形は、仏教混淆梵語で書かれた仏教文献だけに見られる
わけではなく、の （HaHnSHankar2

）や の （ScHneider）のような美
文学文献にも見られる。HaHn

3.3.2b は
字の後の 字（付きの 字）に削除記号を付し、また字に削除記号を付した。
3.3.2d 

3.3.3c は虫食いにより2文字分が欠ける。
3.3.3d 

3.3.4b は の途中に句読法の
線（）を記したが、それに削除記号を付した。
3.3.4d は を後から小さく記入した。
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3.3.5b は
の 字の上の余白に 字を書く。は の箇所で虫食いで文字分が
欠ける。なお本詩節の の の語は と私は
理解した。
3.3.6c は 字の上の行間に 

字を記す。
3.3.6d 
3.3.7b は 字の左上に、上付きの に
形が似た の母音符号を後から付した（への変更を示唆する）。
3.3.8b は の
前の位置に入れるべき を下の余白に記した。
3.3.8c 

3.3.8d 

3.3.9a は 字に 長音符号を後
から書き加えた。
3.3.9b 
3.3.10ab 

3.3.11b 
3.3.11d ここは を
削る。恐らく の語は に対する語句注解（）として、より前の写本におい
て余白か行間に書かれていて、それが写字生の不注意により本文の中に紛れ込んだものと
推測される。
3.3.12b は 字を 字に字形を修
正した。
3.3.14a は どおりに記してから、

の上に削除記号を付した（つまり にした）。
3.3.14b 
3.3.15b 

3.3.15d 

3.3.16a は 字に削除記号を付した。
3.3.16d は 字の上の行間に 

字を記して修正を施した。
3.3.17a は 字に上書きして 

字に変形し、その修正を明確にするため上の行間に 字を記した。
3.3.17b 
3.3.17c は の後の位
置に入れる追加として を上の余白に記した。
3.3.19b は 字の字形を微修正して 字に変え
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た。
3.3.21b は 字の前の 字に削除記号を付
した（恐らく を と書いてしまったための削除）。私は を と訂正したが、こ
れに関しては の相当文（）の を
参照。
3.3.21d 写 本 ど お
りの の読みでもよいかも知れないが、パーリの や 

の伝承では という語形で出てくるので、それに合わせて、
と私は読んだ。字と 字は似ている。
3.3.22b は 字の 母音符号に削除記号を付した。
3.3.22c 
3.3.23c 
3.3.23d 
3.3.24b 
3.3.25a は 字の前に 字を行
間に追加した。
3.3.25b 

は の 字の長音符号に削除記号を付した。なお第節最後のこの詩節の後、と
は共に 2という数字を記す（詩節数を示す）。
3.4.1d 

3.4.2b この の訂正については
の相当箇所（）の次の文を参照：rgya sranmon sran 
rde'uその他にも、犢子部正量部の文献として
の では稲以外のその時代に出現した食用植物として mugga

kulatthaの名を挙げて、それらの通俗語源学的な説明を行う（deniS222）。
は と同じである（）。
3.4.3b この訂正においては の相当箇所
（）の次の文を参考にした：（握りをもって掴んだため）。
3.4.3c 

は と記してから下の余白に 字を、は と
記してから行間に 字を記して、それぞれ という読みに変えた。た
だし の の 字の長音符号の線が薄いので、その長音符号は擦って削除されたと
見なすなら、の修正後の読みは共に になる。という語形は俗語なら
構わないが、古典文法に則るならば にすべきである。

3.4.3cd な お こ の 箇 所 の
の語を「善行［の福徳］の所成であるが故に」と解釈すれば、の
相当文（）の （福徳によって）の表現と合致するので、そのように解した。
3.4.4a 
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3.4.4b 

3.4.5a 

3.4.5b 写本通りに読めば「容器に近づき来た
（）化生の牛たちも、乳を自ら与えた」となる。しかし と に訂正すれ
ば「来た（出現した）化生の牛たちも、容器に乳を自ら与えた」となろう。文脈からは「（こ
の世界に）生じた」の動詞的表現が欲しいので、そのため後者の訂正した読みを提案したい。
しかし問題は 字と 字の誤解が起こりうるかである。
3.4.5c 

3.4.6d なお本詩節の の文の意味に関して、
2とそれに相当する の文 を参照すべきである。
3.4.7a 

3.4.8b は 字の前に入れる 

字（）を上の余白に記した。
3.4.9a 
3.4.9b 

3.4.10a 

3.4.10b 

3.4.11c 
3.4.11d は 字の 母音符号に削
除記号を付した。
3.4.12a 後代の の写本の
は を と読むことから派生した形らしい。
3.4.13a は 字の上の余
白に と記す（と読むことを示唆）。
3.4.13d 

3.4.15b 

は の後の 字に削除記号を付した。私の の
訂正については の の語を参照した。また は と書
いた後に、それを に変えるために、下の余白に を記した。
3.4.16a 

は の下の余白に と記した。は でなされたその
追加に気づいていない。
3.4.16b 

は 字の長音符号の上に削除記号を付した。
3.4.16c なお第節最後のこの第詩節の後、と は共に 

という数字を記す。
3.4. Colophon

4.1.1a は
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字の上付きの の上に削除記号を付した（に修正した）。
4.1.2b は 字の上に訂正記号を付した（へ
の修正を示唆）。
4.1.3b 私の の訂正に
ついては 2の 「尽きたことを見て」を参照。
4.1.3c 

は の最初の 字の上の行間に と記した（への
修正を示唆）。この の私の訂正した読みについては 2の 

「犂先をつけた犂を」を参照。は の と同じ機能で
使われている。
4.1.4a 

4.1.4c は 字の上の行間に と記
した（への修正を示唆する）。
4.1.6a は を後から追加して記した。
4.1.7a は 字の右下の
余白に 字を記した。この の語は の 「与えない
で」に相当する。≈ScHmidt



4.1.7c が か か曖昧である
字を記しているため、は迷って 字を記してからそれを 字に微修正した。
4.1.8b は 字の上の余白に と
記して修正した。
4.1.8c は
の字の上に数字を 2と書き（つまり字順を指示して と修正し）、さらにその
後の上の余白に を記した。つまり と読ませる。
4.1.9a 

4.1.9b は 字 に 削 除 記 号 を 付 し た。 な お
の の語は「味」ではなく「汁」を意味する。を参照。また
の の
文を参照。
4.1.9d 

4.1.10a 
4.1.11b 
4.1.11d 

と は 字の後に丸を描くが、これは 

字を記したもの（字の空白を示す記号の丸ではない）。また の箇所では は 

の の読みを にし、その字の前に欠けた字 を小さな字で補った（つまり を
と修正して読んだ）。この については 2の次の文が参照され
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るべきである g.yo sgyu

「牡牛たちは犂を引くことをずるけ始めた。」
4.1.12b 
4.1.13a は 字の上に訂正の波線を付した
（と読む事を示唆する）。
4.1.13cd 

4.1.14b の 字の前にある字は書き損じの
字であり、黒く塗りつぶされた。
4.1.14c 

4.1.14d 

4.1.15b は 字の上に後から小
さく の母音符号を付け足した。なお の の語は の代用（）。
4.1.15c HaHn

は の 字の上に訂正の波線を付した。
4.1.18c なお本節最後のこの第詩節の後、と はとい
う数字を記す。
4.1. Colophon

は 字の上に 長音符号を後から書き加えた。
4.2.1a 

2snyigs ma lngas


4.2.1b 何らかの訂正が必要なので、私は 

「以前に（）未熟性の故に（）」と微修正を試みた。他に考えられる訂正
案は 「随順性の故に」であるが、少し強引な読みである
が、2の mthun pa'iという表現も考慮した。また
「［由緒の］古さの故に」と直す可能性もある。未解決。
4.2.2b は下方の余白に を記した。
4.2.3a HaHnと読むことも可能であるが、

の方が意味的に良い。2の対応文を見ると、の語は無くてもよく、
この文の主張の重要な要素ではないことがわかる。
4.2.3c の
字の 母音符号と 字の 母音符号が似ているために起こった書き誤りを は修
正した（正しい判断である）。その修正後の を私は を と訂正した。字と
字の混同はよく起こる。
4.2.3d 

4.2.5b 

は と記してから、その曖昧な字の下の余白に 字を記した（に修正した）。
4.2.5d 
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の の 字には奇妙にも 母音符号と 母音符号が両方書いてある。恐ら
く前者から後者に字を修正したのであろう。
4.2.6b 訂 正 し た 

の読みは、2の （飾られた）という表現に支持される。
HaHn

4.2.6c 

4.2.6d は 字の後に入る字と
して、字を上方の余白に記した。
4.2.7a は 字の上に削除を意味する数本の
斜め線を記した。
4.2.7b 
4.2.7d は 字を 字に形を修正した。な
お を と形容詞の語形に訂正する可能性もあろう。
4.2.8d 

4.2.9a は 字を 字に微修正。
4.2.9b 
4.2.9c 

4.2.9d −∪− の
もしくは の読みは理解できず、誤りらしいが、うまく修復できない。一
案として と読むことを提案したいが、ただし写本の字の形から遠
ざかった読みになってしまうのが難である。未解決。
4.2.10b は の と お り
　と記してから、字の 母音符号を削除した（字にした）。
4.2.10c 
4.2.11b 

4.2.11d 
4.2.12b 
4.2.12c は のように
記してから、字の長音符号を削除した。
4.2.12d 

4.2.13b は の 字の上に訂正の波線
を付した（と修正した）。
4.2.14b 
4.2.16a 

4.2.16b 

4.2.16c は の後の 字を に
修正したらしい。その結果、のような妙な字形になっている。
4.2.17a 
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4.2.17c 
4.2.17d 
4.2.18a 
は 字を 字に形を修正しつつ、字の上の行間
に 字を書いた。
4.2.18b 
4.2.18d 

4.2.19a 
4.2.19b の の 字は変な
形であり、それは の写字生自身が疑いつつ書いた字であることを示唆する。はその
の読みを と読んで写したが、のその読みの判断が正しいかは確信がもてない。
字は に似ているので、私は と読んでみた。しかし別の可能性も残る。未解決。
4.2.19c は 字の上に削
除記号を付してから、と記した。
4.2.19d なお本節最後のこの第詩節の後、と は

という数字を記す。
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